


















































































供　試材 製　鉄　法 鋼　種 非金属介在物
造剣方法（C量：



























































































































































































1 鉄器の出現 縄文時代晩期 鉄器搬入の時代
2 舶載鋳造鉄器破片再生 弥生時代前期～中期 原料：可鍛鋳鉄打割→擦切・研磨
3 原始鍛冶 弥生時代中期～後期 原料：棒・板箔製鋳鉄脱炭鋼整切・研磨・加熱曲げ加工








8 鉄生産の拡散 奈良時代（東国へ） 鉄の自給化時代
9 鉄生産の多様化 奈良・平安時代 鋳鉄生産本格化（妙鋼法なし）
















































































KAN－1 里 3　上段　　　土上 4458 03249．688．0717．08 5．03 a59α98 α64O．12 0．28 024 α5 α05 to7ρ29 0」01 O．010，00127．44 o，616 O，005
α08 0．010ρ05　　一24．68 0，453 0，005　　1M－9 K卜601 54．50 o．7745．3⑨26．38 13．683．92 4．95 α64 1．10 0．39 α07 0．26 001o．030」444
KHS－1 カー11 81．72 1．1665．1814．15 8．27 3．89 2．82 0．360．θ0 ρ17 α66α11 0，018ρ021 ρ23 0．120，0030．030　0．3016．11 0261 ooo2　2
KHS－2 カー11 ガ’ス　鉄 7フ8 1．84 2445．7850．40115415．703．51 2．85 t66α48　0．540，021α023　0．450．330．0050．0060，06385．66 11，010 α069　2
α0470フ3 o．140．0020，018 0．8742．181．157　　0．0072KHS－3 カー6 炉 36．47 10．3215．76198722．00 6．681α22t641．09 ρ55　α88　σ27OP13
1田s－4 カー6 39」†5 0334a93息θ8 244ア 7309フ4 1．フ4 ’βo ρ69　0　94　ρ290」018α023 α740」10ρ0田　ρ0図σ01645．541」63　　ρ0072
KHS－5 隠城洞 カー16号 小鉄塊（低炭素銅） 3225 1．53 7．go39．43 28．64628α99 0．49 1．18 0．92　ρ13　0．350，005σ0370．78 1．010．005　　α006　　　α46　　38481．193　　0．0112
0．14ρ002α008α01644．661 193　　0．0072mS－6 ナー16 鉄’ 3745 卯5 29220．0023205．43 9．oo 2．98 2．750700」39　025α010似027127
O．7526340588　　α0042KHS－7 ナー16 ノ・鉄 4．82 2．0912．3247．40 17．78鋭92 229 0561300．49 卯2 0L18α005σ0640．83 α270002α054
C S ぶ 臨 P 伽 Ni Cr Mo Ti V 舶 ふ
2KHS－5 カー16 ノ、 1．“ O，018010　0．01α016 α008α0180．002　ρ001α0010」001 1．73 α029
2KHS－7 ナー16 ノ・鉄 0，023 ρ033O．44　0．010、180　　　0，069　　0LO12　　0LOO1　　0．0010，0 4αoo1 0．70 O⑰13
②石帳里・棟山隻谷里遺跡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　※　※　※ ※　　※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Σ※

















































SKT－1 石　里 石 87．56 029 25．1368．544．78 0」33α14 0．12 0．04O，041 0．29 0．060，029 α01α047 α04α0050，002Oρ02　5．450．081　　0．0013
SKT－2 石　里 鉱石　　鉱 64．04 0．11 5◎7 85．774．60 228α14 0．40 0．63O，049α06 α300，046 0010，096o．030，0050，0020，001 8．10 0．126　　0．005
SKT－3 石 A－1 68．20 田7 193475．78325ρ67 0070．03 oρ7 α0630．02 0．18 α022 α01α074α05 ρ，0050，0020，001 4．15 0061　　α003
SKT－4 石 A－23　炉 磁 66．01 α28 29．2661．465．31 t15α24 0．06 田3 O，0440020戊7 O，018 Oρ1α260 ρ“o，oo5 O，004＜ ． 6．93 0、105　　0．003
???
SXT－5 石 B　　コトレンチ 68．20 0」23 20．867▲oo356σ57 0130．04 0LO50，026ρ02 0．19 0，016 oo1α0620】030，005．002くO、 438 0064　　0．003
SKT－6 石 B 磁 88．97 α10 214474．642．26 0．56 0．04 0．03 oo50，0210．04 0．29 0，0510ρ1O，060α03 0，044α003＜ρ 2θ6 0．043　　0．004
SKT－7 石　里 A－8 磁 65．31 α20 30．2859．446．06 125α12 0．05 0．160，0680」02 0．口 O，022 0．010，209α08 0，005α0030，001 7．73Oj　18　　0ρ02　3
SKT－9 石帳里 炉内激焙焼鉱石） 85」0 0．12 44．4043．568．79 0．68 α91 0．17 0200，0340020．11 0，097 0．01α1550．04 0，001，0020，0011α78 0166　　0LOO2　3
SKT一正0 石帳里 炉内津（含鉄誘化） ⑤0．38 0．07 42．23 39．305．71 t50α32 α23 0．23 0，045O．04 α07 0，023 0．032．42 025α0050，0040，001 8．040133　　α0013
SKF11石帳里 鉄津 67．42 α06 67β720．884881．26 0．73 0．370300．13 0．14α08 0、0η 0．010，658Oj40，0010，003ρoo1 7．G7 OJ　14　　0．0013
SKT－12石帳里 羽口（マグネタ朴系津付着 32．37 α04 12．8931．904128．14 1．85 α55 1．78 o．49 α09 0．42 0」019＜α010208α06 α005αoo4＜o53．81 1．662　　0ρ133
SKT－15 石帳里 流出孔津 4a91 息05 5？．51 5．94 282 2592£9 028t10ρ22 α04 0．1？ 00190．01α2060．04 0，001α002＜α 35．38 0．723　　α0033
SKT－16椀山隻谷里 炉外流出津 3G．69 0L12 46．8645035．5 3．895．05 0．72 1．78 0．36 0．20．41 0，013 0．01α193OO70，005 0，003 0，0024？．30 1．19　　0．0103
SKT－20檀山隻谷里 鉄津 55．46 α06 62．519．74 20．4 1．64 2250．33 ρ75 α13σ06 Oj50，011 α010205ρ03α005 ρ002＜ρ 25．50 0460　　0．0033
③沙村遺跡 ※　　※　　※　　※　　※　　※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Σ※


















































B　　2Pit　1　炉鉄　石（磁鉄鉱） 64．14 0．0824ρ764．846．77 α78 0．82 1．28α06 0．03 0．17 0．05 0010．01 α05 0．06 0．01＜α01 0，0099．74 0，152 ρoo1
STU－2 B地　2Pit1　炉鉄鉱石　鉄　・　　） 64．35 0069．90⑨o．92 656oコ8 048ρ77 0．05 0」）3 0．16 ρ06 O．05一 o．05一 oo1＜α01息005　8、67o，135 0」001
?
STU－3 、 鉱石（磁鉄鉱） 62．64 oρ318．68 68．76921 α57 0．5’ 0120．04 0．05 卯o 0．08 α01一 005一 0010．04α003　105α168　　α001　4
STU－4 B　　2Pit1　炉 、 41．29 0．1547．785ア22a774457732．28 134029 034 020＜α01一 0．34一 001くα0100044．85 1．087　　0．005　4




B　　IPれ内 40．06 ρ0248．503．3530．14　7、01538W85 203ρ50 031ρ35＜ρ01 σ02 0鴻0 002ρ01 0．01 O．006　46．911．172　　0ρ09　4













　〈全面研磨〉 ☆南方（済生会） 岡山 ノミ状鉄器・鉄 前 中国東北部か？









可鍛鋳鉄製品（D 伏 福岡 造　　破片2点 期初頭 中国東北部か？鋳造鉄斧原形有
　〈一部研磨〉 貝元 福岡 造鉄斧破片8点（再生有） 中期　頭～後期 中国東北部か？
庄原 福岡 造鉄斧破片2点 中期前 中国東北部か？
徳瀬 大分 造鉄斧破片3点 中期前半 中国東北部か？
上野巫 島根 鋳造鉄斧破片 不明（後期？） 中国東北部か？
鋳造鉄斧完形品 比恵51次 福岡 二条凸　　造鉄斧 中期後半 国東北部か？





鋳鉄脱炭鋼製品（2） 鉄片 小、山 熊本 片3点、棒状1点、鮭1点
?
中国東北部か？
奈具岡 京都府 鉄片（切片）多数 中期後半～末 中国東北部か？
比恵57次 岡 状鉄 中期後半～末 大陸産
梅ノ木（7点） 熊本 ノミ、板状鉄斧、袋状鉄斧 中期　葉～後期後葉 大陸産
妙鋼製品（3） 製品・半製品 津寺一軒屋（6点） 岡山 鉄片 後期 大陸産
???????????????????」???」?」
、山大学　内3次 愛 状　製品 中期後半 大陸産
名東 徳 円　状製品、三角形鉄片 中期末 大陸産
国竹 島根 状鉄斧 中期末 朝鮮半島産か？
宮内第1 鳥取 鉄剣 後期申葉 大陸産
西斬町 福岡 状鉄斧 中期後半～末 朝鮮半島か？
梅ノ木 熊本 鉄剣の柄？ 中期中葉～後期前葉 大陸産
矢 徳島 状鉄 後期 朝鮮半　か？
塊煉鉄製品（4） 製品・半製品 屋皿 根 状鉄斧 後期末 朝鮮半島か？
???????????
平田 島根 鉄　、袋状鉄斧 末～古　初 朝　半島か？
妻木晩田 鳥取 状鉄製品 後期 朝鮮半島か？
根塚 鉄剣2本 後期 朝鮮半　か？
向山 埼玉 袋状鉄斧 中期後半 中　東北部か？

































































































































































































































































































符号 遺跡名 出土位置 遺殉名称 推定年代 顕微鏡組槍 所　見
HRT－1平田遺跡 甜一13区一ス 方形板状鉄片 引姓時代ま午韻ぷ初 鑓化鉄、徹細粒フェライト痕跡、介在物G十W 極低炭素銅、介在物鍛接線上の派生物
HnT－2平田邊踏 錦一13区一ア 方形極状鉄片姓碕鯨靖損鯵簡 鏡化鉄、微翻粒フェライト痕跡、介在物剥落 極低炭素鋼
HRT－3平田遭跡 38－13区一ウ鉄斧 般時代ま～古鵜簡 金眉儀、介在糊塩．塊状フェライトと箇■融状セメンタイト 共折鋼（0．7％C｝．の高温焼戻、最適工異銅
HRT－4平田遭跡 鵠一13区 館鉄片　　　古代鵜のもの 劇ヒ扱白鋳銀富口、豪ロヴスタイト畠出、髄状潟と霞造弱片付薗 下げ脱炭の関連遁物
HRT－5平田遣跡 謁一13区一フ 方形復状鉄片弥生時代ま～古聯討闘 金筒殻介在麹W、袷、表■マルテンサイトの焼戻8口、フェライト 蚤X掴⑩05％C）の焼入、焼喫晒｛一℃）






































































一To国F．ぐro⑬凪Fの⌒　F●） （Fe◇） （F句O∂ （閑O∂ ㌦O∨ （C白O） 0々O） 的o） （N句O） 伽bO） ぐrloジ （Cr。Oジ（S） （P3ρ∂ （C） ㎝ （Cu｝

























硫黄 五厳化燐 炭素 ハナシウ 鋼 造漸2分 wo2
造沖成分
ぼ蝋F●）（M紬　Fe） （Fe《）） （F句O∂ （SOD軸o∂ （C畠O） 0㎏O＞ 低◎） 晦O｝ 〈MnO） （刊O∂ （CrA （S｝ （P20∂ （C） M （Cω T侯剖F● 丁σtdFψ





























｝ 2 3 4 5 6 7 5 9 o






















1 炉跡 1 i
．　一一　一﹇



































“　黄 五験化偵　素 炭　案 ・fナ！リム 瞬
造序
成分 TIOI一




























































ノ・ナジウム 銅 造津成分 TlO3











ST－1重留遺跡 No．47椀形鍛冶i宰 5世紀中頃 49．89 0．2 50．85 14．53 19．45 9．26 Lη 0．69 0．590．16 0」5 041 0．！2 003 0．5 0．07＜0．01 0，Ol83186 06390．OI　8




No 遺跡 遺構 府県 遺物 推定年代 Tio介在物組成




2 梅ノ木 216－SI熊本 鋳造鉄斧片 弥生中期中葉～後葉 非金属介在物
2．9％TiO2－8　L7％FeO－28．1％MnO－17．6％S












6 貝元（KAI－2） 土89底面 福岡 鋳造鉄斧片 弥生中期初葉 非金属介在物
L7％TiO2－51．1％FeO－43．4％MnO－26．9％S
7 貝元（KAト6） 住62 福岡 鋳造鉄斧片 弥生後期前葉 非金属介在物
29，5％TiO2－78．4％FeO－lL1％MnO－6．3％S
8 貝元（KAI－8） 土4No．5福岡 鋳造鉄斧片 弥生時代 非金属介在物
L6％TiO2－93．5％FeO－28．7％MnO－1L8％S
























京都 鉄片（切片） 弥生中期末 硫化マンガンの周縁部Ti、　V
特性X線像検出
15 一本桜南 住居跡 千葉 朱塗り壼入り
砂鉄（5209）
4C後半 4．83％Tio2
16 伊佐山墳墓 古墳 兵庫 被葬者枕元供献
　砂鉄（500）
4C末 9．7％Tio2
17 沖塚 鍛冶工房跡 千葉 棒状鉄片 4C初 非金属介在物
6．5％、62．0％Tio2




19左坂C－15号 古墳 京都 　鉄津
（精錬鍛冶澤）
5C後半 3．9％Tio2
20 押入西1号墳 古墳 岡山 　鉄津
（精錬鍛冶津）
5C中頃 L3％Tio2






22 御蔵山中 住居跡 埼玉 鉄嫉 5C中頃 非金属介在物
272％、6．3％Tio2




24 夏崎 古墳 佐賀 ねずみ鋳鉄 5C末～6C前半非金属介在物
3．0％TiO2－0．22％V203－0．06％ZrO2
25 河辺上原 古墳 岡山 梯形鋳造鉄斧 6C後半 非金属介在物
LO％Ti－67％Fe－31％S
26 大坂城跡 10、11層大阪 円盤状鉄製品 6C後半～7C初頭非金属介在物
7．0％TiOτL9％V203－66．2％FeO－39．8％S－12．7％MnO
27 居徳 L5－22 高知 砂鉄（鉢入） 古墳時代前期 Tio2：30．38％（磁選なし）
28 矢野 SB2044徳島 砂鉄（壷入） 古墳時代前期初頭 TiO2：28．6％（磁選なし）　TIO2：12．8％（磁選）














































遺跡名 所在地 推定年代 羽口出土状　況
鍛冶炉
検出 鉱物組成 Total　FeCaO Tio2 Cu V 注
橋　礼川 児　県指　市 5C　葉 有 Wustite
Fa　alite
55．7 3．47 0．24 0，Ol3 0，OlO 1
博多59次 福岡市祇園 4C初
? ? ? 59．5 LO9 0．13 0，040 0，0032
松　　　木 福岡県那珂川町 4C中頃 ? 48．8 3．95 0．U 0，004 0，001 3
松　木　A ? 5C前半 ? 45．9 3．99 0．15 0，Ol6 0，00匡 ?
野坂一町間 福岡県宗像市 5C中頃 ? 43．7 L85 0．30 0，010 0，005 4


















荻　　　鶴 大　県日田 5C｛」半～中 杯脚’口 ? ? 6L28 0．14 0．06 0，012 0，0027


























大　　　県 大阪・柏原市 5C末～7C初 ?









大和田今池 大阪府松原市 5C前半 ? ? 47 LI4 0．84 0，005 0，040 12












































57．7 4．44 0．14 0，008 o，001 16
































































































? ? ? 55．7 L32 0．35 0，007 26
南小泉 宮城県仙台市 5C中頃 ? 56．5 L98 0．12 α002 0，002 27











八幡脇 城県土浦 4C末～5C初専用羽口 ? 64．01 1．65 0．22 0，001 0，006 29












下　　城 大分県佐伯市 表採；不明 W十F 54．74 L40 0．78 0，004 0．02 32










































































? ? ? ? ? ? Σ■
























































恋紺TDR－1 籠尾崎遺跡 磁鉄鉱 不明 26．76 卯3 6．75 3〔L57 32．15469? L89 0．09 0LO5 0．55　　0．14 く0LO1 く0LO1 0，004 58．36 2，181 0，0051
TD距2葛籠尾崎遺跡 58－043 磁鉄鉱 不明 70」4 0．13 28．44 68．492．04 0．14 O．〔鳩　　　0ρ8 0．01 0．02
　　　　　　．　　1　　　　　　、’，七
〇〇9　　0．16ミ聯　　くqo10」02 0．03 く0．01 0刀1 ＜0、001 2．33 0，033 0，0021
丁DR－3 尾崎遺跡 58－043　　　　鉄鉱 不明 61．6⑪ 0．12 23．19 62147．05 1．43
「、 謬
‥ 櫨　　ぴ17 0．02 α02 020　　0．19　　0．08くα01 0LO4 0．07 くO．01 0∫）3＜0．001 13．78 0224 α0031
TOR－4 尾崎遺跡 58－043 磁鉄鉱 不明 59．35 0」〕3 22L146α21 8」34 0．05 0．01 024　　0．18　　0．03〈0．01 α05 0．04 く0メ〕1 0．01 0，001 16．23 0274 0，003
TD「←5 葛籠尾崎遺跡
58－04813－D－
E－1000 磁鉄鉱 不明 35．58 0．02 8L48 4t42 25351．68’瀦　　　α12 0．03 α02 O．θ0　　0．04　　0．03＜0，01 0但 0．04 く0式｝1 0．01 ＜0．001 48β9 13？4 0，0011
TDR－6マキノ鉱道前斜面 表採 鉄鉱 一 51．55 0．04 1”8 53．89 15．74a40 0．38 1．79 1．46 0式）8
，る　　、　　’
　頴　　　025　　0．010．01 ρ07 0．05 〈0．01 0．01 0，005 21．830423 0，0051
Z－91 野路小野山遺跡 SD－2 鉱石 8世 69L93 26．15 7乱60 0L25 tO6To●eo 032 ρ18 O．68　　0．310ρ10 0，048 0．28 0．02息03 ‘．63 0023 0，010
KNO－9野路小野山遺跡 SD－2 鉱石（磁鉄鉱） 8世　中 625 2⑤．9 58．6 1．60 1．41 卯5 0．33 ρ24 0．26　　0．01ooo90ρ15 0．01 0，005 0，005 349 0，056 0004




（炭　） 鉄鉱石 8世紀前 68」16 0．06 29．96 64．07 4！卜1 0．21 0．13 0ρ5 O，025 0LO55027　　0．010．01 息01 0．03 041 α00 OPO1 488 0力72 0，000
BOK－2木瓜原遺跡
SR㊨1・1次調査
’・ 溜まり 鉄鉱石 8世　前葉 68．51 0．07 24．417ρ73 1．70 1．50 0．14 0．32 0」〕20ρ030 O．22　　0．290．01 0．01 0．04 o．07 oooo，00t 3．71 OU54 0LOO4
BOK－3木瓜原遺跡
SR－01・2次調査
Aトレ・第7 鉄鉱石 8世紀前葉 34．57 0．04 14．61 33．13 19．98 6．61
、ミ
縫鋤 3．63 03500，915 0．17 0．19　　0．010．00
i　、’、、　5●
〔L10 0．000，003 43，635 1，264 0，005
GNT－1源内峠遺跡
Aトレンチ（5C－
3）木炭層 鉄鉱石 7C後半 62．50 0」08 14．99 725910．58 o」53 0．33 0．06 0，040 0，053 O．07 0．04 0．04 く0．01 0刀2 O．08 くα01 く0．001 0」003 ｜1，593 0，185 0，001
GNT－2源内峠遺跡
Aトレンチ（5◎－
3）木炭 鉱石 7C　半 6t28 0L‘6 23．04 61．787．62 0．73 3．83 1．86 0，027 0，048021 0．12 0．02く0．01 o．23 0．05〈0．01 0，001 0，00114，115 0，230 o，oo24
GNT－3源内峠遺跡
Aトレンチ（5C－
3）木炭 鉱石 7C後半 50．94 0．18 19．13 51．32 9．55 3．42
七　’　　ザ
L7‘ 0．18 047 0．15 0．15 〈0．01 0．OI
　　、診s　　、…
α03 0．01 0，002 o，ooo 23．450460 0，003
GNT－18源内峠遺跡
Aトレンチ（4C－




13｝木炭 鉱石焼結塊 7C後半 58．08 o」22 33．55 45449，870 2．8’ 3」1 oβ3 029 0．12 0．20 o．17 0．01＜0．01
叢＾
．、穎尊　0．05＜0．01 0，005 0，003 17．63 0，304 ρ0034
KDR－1 キドラ遺跡 斜面地区 磁鉄鉱 奈良時代 5284029 245047．9117，340 0．65 024 o．62 0．37 0．04灘峯鰯　　卯4 0．01 0．08 0．05 0．08 0刀03 0り02一 19．26 0L365 〈0．001
KDF←2キドラ遺跡 斜面地区 磁鉄鉱 奈良時代 5542 0．19 15．80 6M112，740 0、60　　1．782」7 0．22 0．09’∨　　　　Oρ2 0．01 軌03 0．03 Oj〕4OX〕02 0，005一 17」60 0，318 〈ρ001
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[金톰組織좋b‘SaJ.tt日本列홉c.朝짧半릎m缺] - -大쫓正己 
金屬組織學에서 본 日本列島와韓半島의 鐵
大澤正己
일본열도내의 죠몽(編文)시대 말기부터 야요이(鷹生)시대에 걸쳐서의 초기철기문화는, 중국동북 
부방변에서 생산된 가능성이 높은 고온환원간접제강법(高溫還元間接製鋼法)에 기초한 가단주철 
(可鐵鐘鐵), 주철탈탄강(鐘鐵脫없鋼), 초강(妙鋼) 동 각 제품의 도업에서 시작된다. 또,유존도(遺存 
度)가 냐쁜 저온환원직접제강법(低溫遺元直接製鋼法)의 괴련철(塊練鐵)도 드물게 발견되지만, 그 
수는 적고 녹슬은 탓에 그 검출도(檢出度)는 극히 낮다. 
한편, 야요이시대의 단야기술(짧治技術)은 아직 서툴러서 원시단야(原始銀治)라고 부를 상황이 
다. 우선 廢鐵器(鐘造鐵쭈脫벚品破片)의 지석연마재생(硬石鼎廳再生)에서 시작하여, 다음은 棒(條
材), 판의 반제품을 원료로한 靈切, 火꼈成形, 紙石冊廳에 의한 철기제작이다. 鐵}台素材의 塵地는 야 
요이시대 후기전반무렵까지는 중국측, 후가중반 무렵이후는 철생산이 시작된 한반도쪽에 의존한 形
跳을남기고있다. 
본격적 銀治가 되는 것은 쩌口를 사용하여 끓이고 펴고, 火造라고 하는 공정의 시작은 고분시대의 
전기무렵으로, 철광석, • 사철원료의 製據시작은 고분시대 중기이후까지 내려와야 한다. 한반도측 
의 제련기술의 시작은 확설하지는 않으냐, 熺燒磁鐵鍵을 원료로 한 石帳里遺敵、의 A· B구에서 3∼ 
5세기의 작업이 있었던 것으로 보아, 더 올라가는 것이 확실하다. 이것의 뒤에 이어지는 유적으로써 
沙村製鐵遺路、이 발굴되 었다. 모두가 圓形盧이며 , 일본열도내의 고분시 대 후기 에 속하는 유규(遺構) 
가 히로시마, 오까야마의 양현에서도 발견되고 있다. 단,일본열도내에서는 大口쩔겼口(송풍관)을 
수반하고 있지 않기 때운에 같은 계통으로 보기에는 의론이 나누어지기도 한다. 일본열도내의 圓形
盧는 합鐵과 鍵石의 2가지 원료를 사용하고 있고, 倍燒技術은 받아 들여지고 있다. 
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Irons　in　Japan　and　tlle　Korean　Peninsula　Based　on　Metallurgy
OsAwA，　Masami
　　In　Japan　the　early　iron　culture丘om　the　final　phase　of　the　Jomon　period　to　the　Yayoi　pe－
riod　began　at　the　introduction　of　iron　products　of　malleable　cast　iron，　iron　cas七ing　decarbon－
ized　steel，　and　paddling　steel　with　the　method　of　high－temperature　reduction　which　was　most
likely　be　adopted　in　the　northeast　region　of　China．　Moreover，　sponge　iron　with　the　method　of
low－temperature　reduction　has　seldom　beel1五）und　because　of　hardly　been　survived；afbw
specimens　and　corroded　condition　cause　that　they　have　been　fbund　in　a　very　small　percent－
age・
　　On　the　other　hand，　the　technology　of　fbrge　of　the　Yayoi　pe亘od　is　still　confined　in七he　unde－
veloped　stage　and　also　in　the　environment　which　is　called　a　p亘mitive負）rge．　Fir8tly，　the　used
iron　wares（丘agments　of　the　decarbonized－casting　iron　axes）were　reused　by　polishing　them
with　whetstone，　and　secondly，　as　the　half二finished　goods　of　a　stick　and　a　board　as　raw　materi－
als　were　proceeded　to　produce　iron　wares　by　cut七ing，　taking　fab亘cation　of　heat，　and　at　the
end　polishing　with　whetstone．　Raw　mate亘als丑）r　fbrge　depend　on　China　until　the　Iniddle　of
the　Late　Yayoi　period，　but　after　the　middle　of　the　Late　Yayoi　period　there　is　evidence　that
they　depend　on　the　Korean　Peninsula　where　iron　production　already　started．
　　Adopting　the　ftmnel　which　serves　as　a　f㎞11－scale　fbrge；pounding，　shaping，　and　refining，
these　procedures　began　around　the　first　half　of　the　KofUn　period，　and　the　beginning　of　re五ne－
ment　of　iron　ore　and　iron　sand　should　wait　until　the　middle　of　KofUn　period．　It　is　not　certain
when　the　refinement　adopted　in　the　Korean　Peninsula　began，　however，　there　are　some　evi－
dences　that　heated　magnetites　as　raw　mate亘als　were　used　in　the　A　and　B　areas　of　S6kj　ang一通
Site　in　the　3th　through　5th　cen加］ワ，　and　it　is　sure　that　the　date　will　be　much　earlier．　As　the
successive　site，　Sachon　Iron　Mill　Site　has　been　excavated；the　remains　of血mace　are　round
in　plan，　and　this　type　has　been　discovered　in　Hiroshima　alld　Okayama　prefbctures，　which　is
belonging　to　the　Late　Ko負1n　period．　However，　any　large血nnels　in　diameter　have　not　been
unearthed　in　Japan，　there丘）re，　there　are　solne　arguments　whether　or　not　two　specimens　are
similar　in　type．　As　to　the　round血mace　in　Japan，　iron　sand　and　iron　ore　were　adopted　simu1－
taneously　fbr　raw　materials，　and　adopting　the　heatillg　method　have　been　inherited．
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